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■以下の特殊な環境にアダプタを据え付けないこと。
　・油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化
　　合物・酸など）の多いところ
　・酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁
　　に使うところ
　電気部品腐食による感電・性能低下・故障・発煙・火災の
　原因になります。

●据付工事終了後、❹「据付工事後の確認」を必ず確認し、この据付
　工事説明書をお客様にお渡しください。
　お客様に、取扱説明書とともに大切に保管していただく
　ように依頼してください。

安全のために必ずお守りください

禁　止 指示を守る

■据付けは、お買上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　据付けには専門の知識と技術が必要です。
　お客様ご自身で据付工事をされ不備があると、感電・火災・
　アダプタの落下によるケガの原因になります。

■お客様ご自身で分解・改造・修理をしない。
　修理は、お買い上げの販売店にご相談ください。
　改造したり修理に不備があると水漏れや感電、火災などの
　原因になります。 

■据付けは、据付工事説明書に従って確実に行う。
　据付けに不備があると、感電・火災・アダプタの落下による
　ケガの原因になります。

■異常時（こげ臭いなど）は、運転を停止してブレーカーを
　切ること。
　お買い上げの販売店・お客様相談窓口に連絡すること。
　異常のまま運転を続けた場合、感電・故障・火災の原因にな
　ります。

■アダプタを病院など医療機関に据え付ける場合はノイズ
　対策を行うこと。
　ノイズが医療機器に悪影響を与え、医療行為を妨げる原因に
　なります。

■自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近くには設置しない。
　誤動作による事故の原因になります。

■心臓ペースメーカーや植込み型除細動器を装着している
　方の近くで使用しない。
　医療機器の誤動作の原因になります。

■以下の場所にアダプタを設置しないこと。
　・可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがある
　　場所
　可燃性ガスがアダプタの周囲にたまると、火災・爆発の原因
　になります。

警告

●ご使用の前に、この「安全のために必ずお守りください」をよく
　お読みのうえ据え付けてください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重要な内容を記載して
　いますので、必ず守ってください。

■“図記号”の意味は次のとおりです。
誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの
重大な結果に結びつく可能性があるもの

■据付時、安全のため、適切な保護具・工具を使用する。
　ケガの原因になります。

■据付工事部品は、必ず当社付属部品を使用する。
　当社指定部品を使用しないと、感電・火災・アダプタの落下
　によるケガの原因になります。

■配線や端子接続部に外力や応力が伝わらないように固定する。
　接続や固定に不備があると、断線・発熱・発煙・火災の原因
　になります。

■お客様ご自身で移動・再据付けはしない。
　据付けに不備があると感電・火災などの原因になります。
　お買い上げの販売店又は専門業者にご依頼ください。

■アダプタの接続作業時はブレーカーを切る。
　感電の原因になります。

■梱包材は破棄すること。
　窒息事故の原因になります。

■アダプタを水・液体で洗わないこと。
　ショート・漏電・感電・故障・発煙・発火・火災の原因に
　なります。

■濡れた手で電気部品に触れたり、スイッチ・ボタンを操
　作したりしないこと。
　感電・故障・発煙・火災の原因になります。

RH79B210K02

この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保する
ために、正しい据付工事が必要です。据付工事前にこの据付工
事説明書を必ずお読みください。

PAC-SL51CAB
適用機種　室外ユニット（P80～ P280形）

三菱電機パッケージエアコン別売部品

販売店・工事店様用

セルラーアダプタ取付部材

据付工事説明書
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■特殊環境には使用しない。
　油（機械油を含む）・蒸気・硫化ガスなどの多い場所で使用
　しますと性能を著しく低下させたり、部品が破損したりす
　る場合があります。
■他の無線機器、電子レンジ、コードレスフォン、ファクシ
　ミリなどの近くで使用しない。
　誤動作の原因になります。

■パネルやガードをはずした状態で運転をしない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、
　やけどや感電によるケガの原因になります。

■電源には必ず漏電遮断器を取り付ける。
　漏電遮断器が取り付けられていないと感電の原因になります。

■電源配線は張力がかからないように配線工事する。
　断線したり、発熱・火災の原因になります。 ■静電気による破壊を防ぐため、本製品に触れる前に、身近

　な金属に手を触れて、身体の静電気を取り除く。
　人体などからの静電気は、アダプタ本体を破壊するおそれが
　あります。

■運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5分以上待ってください。
　水漏れや故障の原因になります。

■運転中の冷媒配管に素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と
　高温になります。
　素手で触れると凍傷ややけどになるおそれがあります。

■運転を開始する12時間以上前に電源を入れる。
　電源を入れてすぐ運転を開始すると、故障の原因になります。
　シーズン中は電源を切らないでください。　

■取付工事・配線工事をする場合、接続機器の電源を切って
　から行う。
　接続機器の電源を切らなかった場合、アダプタ本体・接続機
　器の誤動作・故障の原因になります。

誤った取扱いをしたときに、軽傷又は家屋・家財などの
損害に結びつくもの 注意

1 部品一覧
PAC-SL49CA

PAC-SL51CAB

〈1〉

No.

１リード線信号用（5極）

品　　名 形　　状 数量

〈2〉 １

2〈3〉

リード線電源用（3極）

ファスナー

〈4〉

No.

2結束バンド

1〈7〉取扱説明書（登録編）

〈8〉 １据付工事説明書（本紙）

品　　名 形　　状 数量

〈5〉 4

1〈6〉

スペーサー

サポートスペーサー

①

No.

１

品　　名 形　　状 数量

② １

１

2④

アンテナユニット

③ 固定部

取付ネジ（M2×10）

No. 品　　名 形　　状 数量

⑤ １

⑥ １取扱説明書

セルラーアダプタ

二次元コード シール

長さ：280㎜

長さ：300㎜
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グループ【１】 グループ【２】 グループ【３】

2 アンテナユニットの取付け

（1） 室外ユニットの電源（ブレーカー）を切る。
（2） サービスパネルと前配管カバーをとりはずす。

（4） 固定ネジをとりはずして、ファンガードをとりはずす。

（5） アンテナケーブルを左図に示す位置に通す。

作業手順グループは電気配線図のM-NETアダプタ部分に記載しています。
電気配線図は室外ユニット又はサービスハンドブックにあります。

固定ネジ

ファンガード

アンテナケーブル
引き出し位置

二次元コードシール 二次元コードシール

二次元コードシール

サービスパネル

前配管カバー
（3） 二次元コードシールを下記のグループに示す位置に貼り付ける。
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2 アンテナユニットの取付け

ノックアウト
（配線取込み部）

ノックアウト
（配線取込み部）

アンテナケーブル
前配管カバー

（6） アンテナユニットに付いているクッションを、ファンガード右下の横
ワイヤーに裏面から当てる。
※アンテナユニットはファンガードの内側に取り付けます。

（7） 左図のように、オモテ側から固定部でファンガードを挟み込み、ウラ側
から取付ネジ（２本）でアンテナユニットを固定する。
※アンテナユニット固定部は横ワイヤーを避ける形状である。

（8） アンテナユニットを取り付けたファンガードを元通りに取り付ける。
（9） とりはずした状態で前配管カバーのノックアウトを図のように打抜い

てとりはずす。
 注）  ノックアウトをとりはずす際、前配管カバーの裏側に断熱材がある

ものは大きく切り取らないでください。
（10） アンテナケーブルをノックアウトに通して、前配管カバーを元通りに

取り付ける。

 注）  パネル類を取り付けるとき、配線を挟みこまないよう十分注意して
ください。

 注） 室外ユニットの電源線はアンテナケーブルのノックアウトから取
込まない。

 注） アンテナケーブル取込み部の隙間塞ぎについて
  ●アンテナケーブル取込みしたノックアウトは、お手持ちのパテ、

シール材（メンテナンス時に剥がせない接着タイプを除く）などを
使用し隙間のないようにシールしてください。（音漏れ、又は昆虫な
どの小動物、雨水、粉塵などの侵入により故障の原因になります。）

  ●アンテナケーブルがノックアウトのエッジ部分で損傷しないよ
うに保護してください。

 注） ノックアウトの形状は仕様により下記形状のものがあります。

（３）で貼り付けした二次元コードシールと
アンテナユニットに記載されている識別コード（6桁）が
一致していることを確認して据え付ける。

横ワイヤー

アンテナユニット

アンテナユニット

クッション

取付ネジ

横ワイヤを避ける形状

固定部
横ワイヤー

ファンガード

アンテナユニット

識別コード（6桁）

ハンマー

ドライバー

ノックアウト
（配線取込み部）
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制御基板用ベース

制御基板

ベース
取付ネジ ベース

取付ネジ

スペーサー

基板

サポートスペーサー

セルラーアダプタ

CN101

CN5

CN1

CND

A

クランプ

セルラーアダプタ

リード線信号用（５極）

リード線電源用（３極）

CNVMNT

制御基板 CNMNT

結束バンド

アンテナケーブル

（1） 電気品箱の制御基板用ベース取付ネジ（2ヶ所）を取外し矢印の方向に
スライドさせながら電気品箱からとりはずす。

1. グループ【１】の場合

3 セルラーアダプタの取付け
作業手順グループは電気配線図のM-NETアダプタ部分に記載しています。
電気配線図は室外ユニット又はサービスハンドブックにあります。

（2） セルラーアダプタの四隅の穴にスペーサー（4 ヶ所）、Aの穴にサポー
トスペーサー（1ヶ所）を取り付ける。

（3） セルラーアダプタのCN5にリード線信号用（5極）を接続する。
（4） セルラーアダプタのCNDにリード線電源用（3極）を接続する。
（5） セルラーアダプタのCN1とCN101にアンテナケーブルを接続する。
（6） アンテナケーブルは図のようにクランプに通し結束バンドで固定する。

（7） (3）で接続したリード線信号用（5極）を室外制御基板のCNMNTに接
続する。

（8） (4）で接続したリード線電源用（3極）を室外制御基板のCNVMNTに接
続する。
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セルラーアダプタ　取付箇所（制御基板用ベース裏面側）

セルラーアダプタ

A00000
切り欠き

（9） 制御基板用ベース裏面に基板の切り欠き部が右下に来るように取り付
けてください。

1. グループ【１】の場合（つづき）

3 セルラーアダプタの取付け
作業手順グループは電気配線図のM-NETアダプタ部分に記載しています。
電気配線図は室外ユニット又はサービスハンドブックにあります。

黒色クランプ

リモコン線

アンテナケーブル

電源線

結束バンド

ケーブルストラップ

リモコン線

制御基板ベース

制御基板ベースセパレータ

アンテナ
ケーブル

電源線

結束バンド

ケーブル
ストラップ

ノックアウト
（配線取込み部）

ノックアウト（配線取込み部）

（10） 制御基板ベースを元通りに取り付ける。
（11） （3）(4）で接続したリード線をファスナーで束ねる。
（12） アンテナケーブルを室外ユニットのバルブベットのケーブルストラップ

に電源線とまとめ、ケーブルストラップ上側に結束バンドを取り付ける。
（接続部に張力がかからないようにするため）

 ※結束バンドは強く締め付けし余剰分はカットする。
（13） アンテナケーブルをセパレータに付いている黒色クランプに共締めする。

もしくは内部配線とファスナーで共締めする。
（14） 電気品箱の制御基板ベースとサービスパネルを元通りに取り付ける。

２ファン機種の場合

1ファン機種の場合

「❷アンテナユニットの取付け（３）」で貼り付けた二次元コードと
セルラーアダプタの固定部に記載されている識別コード（6桁）が一致
していることを確認して据え付けてください。

識別コード（6桁）

ファスナー

 注）  パネル類を取り付けるとき、配線を挟みこまないよう十分注意して
ください。

 注） 室外ユニットの電源線はアンテナケーブルのノックアウトから取
込まない。

 注） アンテナケーブル取込み部の隙間塞ぎについて
  ●アンテナケーブル取込みしたノックアウトは、お手持ちのパテ、

シール材（メンテナンス時に剥がせない接着タイプを除く）などを
使用し隙間のないようにシールしてください。（音漏れ、又は昆虫
などの小動物、雨水、粉塵などの侵入により故障の原因になりま
す。）

  ●アンテナケーブルがノックアウトのエッジ部分で損傷しないよ
うに保護してください。

ファスナー

ファスナー
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セルラーアダプタ

識別コード（6桁）

A00000

「❷アンテナユニットの取付け（３）」で貼り付けた二次元コードとセ
ルラーアダプタの固定部に記載されている識別コード（6桁）が
一致していることを確認して据え付けてください。

切り欠き

（4） 電気品箱内の右側面に、基板の切り欠き部が右下に来るように取り付
ける。

3 セルラーアダプタの取付け

（5） アンテナケーブルと（１）（グループ【１】の（3）(4)の手順）で接続した
リード線をファスナーで束ねる。

（6） アンテナケーブルを室外ユニットのバルブベットのケーブルストラップ
に電源線とまとめ、ケーブルストラップ上側に結束バンドを取り付ける。
（接続部に張力がかからないようにするため）

 ※結束バンドは強く締め付けし余剰分はカットする。
（7） アンテナケーブルをセパレータに付いている黒色クランプに共締めす

る。もしくは内部配線とリモコン線とファスナーで共締めする。
（8） サービスパネルを元通りに取り付ける。

2. グループ【2】の場合 作業手順グループは電気配線図のM-NETアダプタ部分に記載しています。
電気配線図は室外ユニット又はサービスハンドブックにあります。

（１） グループ【１】の（2）～（6）と同様の手順で接続する。
（2） リード線信号用（５極）を室外制御基板のCNMNTに接続する。
（3） リード線電源用（３極）を室外制御基板のCNVMNTに接続する。

電源線

結束バンド

ファスナー

制御基板

アンテナケーブル

ケーブルストラップ

リモコン線

ノックアウト
（配線取込み部）

２ファン機種の場合

1ファン機種の場合

 注）  パネル類を取り付けるとき、配線を挟みこまないよう十分注意して
ください。

 注） 室外ユニットの電源線はアンテナケーブルのノックアウトから取
込まない。

 注） アンテナケーブル取込み部の隙間塞ぎについて
  ●アンテナケーブルを取込みしたノックアウトは、お手持ちのパテ、

シール材（メンテナンス時に剥がせない接着タイプを除く）などを
使用し隙間のないようにシールしてください。（音漏れ、又は昆虫
などの小動物、雨水、粉塵などの侵入により故障の原因になりま
す。）

  ●アンテナケーブルがノックアウトのエッジ部分で損傷しないよ
うに保護してください。ファスナー

アンテナケーブル

ノックアウト
（配線取込み部）

黒色クランプ

電源線

結束バンド

ケーブルストラップ

アンテナケーブル

セパレータ

リモコン線
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4

静岡製作所 〒422-8528 静岡市駿河区小鹿3-18-1

3

セルラーアダプタ 取付箇所
（電気品正面から見た図）

確認日      　　確認者名

□の中に　 印をいれて確認してください。確認後、この据付工事説明書をお客様にお渡しください。

□セルラーアダプタとアンテナユニットの固定部に記載されている識別コード（6桁）は一致していますか？
□アンテナユニット／セルラーアダプタ／パネル類／ファンガードは固定されていますか？
□工事終了後、元電源を入れましたか？

据付工事後の確認

切り欠き

（１） グループ【１】の（2）～（6）と同様の手順で接続する。
（2） リード線信号用（５極）を室外制御基板のCNMNTに接続する。
（3） リード線電源用（３極）を室外制御基板のCNVMNTに接続する。

セルラーアダプタの取付け

（4） 電気品箱内の正面に、基板の切り欠き部が右下に来るように取り付け
る。（矢印部4ヶ所）

（5） アンテナケーブルと（１）（グループ【１】の（3）(4)の手順）で接続した
リード線をファスナーで束ねる。

（6） アンテナケーブルを室外ユニットのバルブベットのケーブルストラップ
に電源線とまとめ、ケーブルストラップ上側に結束バンドを取り付ける。
（接続部に張力がかからないようにするため）

 ※結束バンドは強く締め付けし余剰分はカットする。
（7） アンテナケーブルを室外制御基板の配線クランプ（2か所）にまとめる。

もしくは電源線やリモコン線とファスナーにてまとめる。
（8） サービスパネルを元通りに取り付ける。

3. グループ【3】の場合 作業手順グループは電気配線図のM-NETアダプタ部分に記載しています。
電気配線図は室外ユニット又はサービスハンドブックにあります。

ファスナー

アンテナケーブル

室外制御基板

電源線

リモコン線

ケーブルストラップ

結束バンド

CNMNT

CNVMNT

ノックアウト
（配線取込み部）

「❷アンテナユニットの取付け（３）」で貼り付けた二次元コードと
セルラーアダプタの固定部に記載されている識別コード（6桁）が
一致していることを確認して据え付けてください。

セルラーアダプタ

識別コード（6桁）

A00000

配線クランプ

 注）  パネル類を取り付けるとき、配線を挟みこまないよう十分注意して
ください。

 注） 室外ユニットの電源線はアンテナケーブルのノックアウトから取
込まない。

 注） アンテナケーブル取込み部の隙間塞ぎについて
  ●アンテナケーブルを取込みしたノックアウトは、お手持ちのパテ、

シール材（メンテナンス時に剥がせない接着タイプを除く）などを
使用し隙間のないようにシールしてください。（音漏れ、又は昆虫
などの小動物、雨水、粉塵などの侵入により故障の原因になりま
す。）

  ●アンテナケーブルがノックアウトのエッジ部分で損傷しないよ
うに保護してください。
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